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～感感じじてて下下ささいい。。いいののちちのの輝輝ききをを～～ 

       

 8 月 25 日から鳥取県立図書館ロビーにて、「犯罪被害者自助グループなごみ

の会パネル展」が開催されました。初日には、浜田さんの司会でセレモニーが

執り行われ、徳田なごみの会代表、石田生活環境部長、田中とっとり被害者支

援センター事務局長、森本県立図書館館長のあいさつがありました。このセレ

モニーには県警本部長、教育長も出席していただき、盛大な開会となりました。

期間中、多くの方が足を止め、パネルに見入る姿がみられました。パネルに亡

き姿を宿し、感慨深いものがあります。 
なごみの会の活動として、このようなパネル展が開催出来た事は大変意義深

いことであります。思いのこもった写真・遺品・展示物をこころよく提供し、

パネルの作成に協力していただいたなごみの会会員の皆さんに感謝いたします。

今後も、県内の市町村、図書館、学校などでパネル展を順次開催して、県民に

我々の思いを知ってもらい、悲惨な事件・事故を繰り返さないで欲しい、いの

ちの大切さを訴えたいと思います。 
パネル展では、展示の感想や、“天国のあなたへの手紙”とするメッセージを

自由に書いていただきました。その中の感動したものを次に紹介します。 
○ 兄ちゃんへ 

 事故にあってから２年半がたち、いつもと変わらない日々が続いています。 

 でも、今でも亡くなってしまったなんて、信じられない。 

今も、すぐそこから名前を呼んでいる様な気がする。事故にあい病院で横

たわっている姿が目に焼きついてはなれない。 

愛する兄ちゃんを失ってしまい、今でも、これからも、相手を許すことが

できないでいる。 



 

 

９月２７日    なごみの会：とっとり被害者支援センターにて 

               （佐野弁護士の出席） 

１０月１８日    なごみの会：西部にて 

     １１月 ６日    とっとり支援センター発足記念シンポジューム 

              （いのちのパネル展をとりぎん文化会館ロビーで開催） 
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「「「ビビビッッッグググハハハーーートトト   （（（やややさささしししいいいこここここころろろ）））ににに包包包まままれれれててて」」」ががが開開催催さされれまますす

期 間 9 月 12 日（金）～9 月 14 日（日） 

場 所 ビッグハート出雲 

＊1                                        ＊2 

オブジェの展示の他、井上保孝・郁美夫妻の講演・六子さんのコンサート・映画「0 から

の風」上映などが予定されています。詳細は、実行委員会公式ホームページを御覧下さい。 

＊1 

１９９９年１１月２８日、東京都内の東名高速道路で、飲酒運転の大型トラックと井上郁

美さん運転の乗用車が衝突炎上した。後部座席で寝ていた長女奏子ちゃんと二女周子ちゃ

んが焼死。助手席の保孝さんは重度のやけどを負った。加害者の男は飲酒運転の常習者だ

った。２００１年、２人の命日に危険運転致死傷罪の新設を含む刑法改正案が成立した。 

 

＊2 映映画画「「 00
ゼロ

かかららのの風風」」～～突突然然奪奪わわれれたた息息子子のの生生命命・・・・・・。。母母親親はは。。厳厳ししいい現現実実をを問問いい続続

けけたた～～ 

出演：田中好子・杉浦太陽・豊原功輔・袴田吉彦ほか 

母はできるなら君の 19 才からの人生を代わりに生きたい。生命のメッセージ展主催者の鈴

木共子さんがモデルとなった実話です。 

 

歳歳  時時  記記  

 蝉時雨が虫の音に変わり、いろいろな意味で記録的な夏が終わりを告げた。四季の中で

終わりに注目するのはなぜか夏だけである。夏休み、花火、海水浴などといった「明」か

ら、木枯らし吹き荒れる「暗」の秋への変化ゆえ、夏の終わりを人は淋しがり、憂うのだ

ろうか。この心理は、犯罪被害者に通ずるものがある。たった昨日まで幸せな「明」の日々

から、悲しみのどん底の「暗」へと一気に突き落とされる。前触れもなく、突然襲う暗黒

の日々は、まるで真夏から真冬になったと同じ変化である。 

 しかし何度も季節は巡る一方で、犯罪被害者に心穏やかな春はやっては来ない。      

 



季節の変わり目、どうか皆さんお体ご自愛下さい。 


